様式２
事業計画書（令和５年度）
	事業名
	

	目的
（市民ニーズへの対応）
	

	事業期間
	令和５年　　月　　～　　　年　　月

	具体的な
事業内容
（いつ・どこで・対象者・参加者数・参加費・事業の周知方法等）
	













	期待される効果
（事業の実施によりどのような効果があるか。多くの市民に効果が及ぶものか。）
	







	さぽーとほっと基金による過去の助成実績
	事業名　

	
	助成金　　　　　　　　　円
	助成時期　　　年　　月　～　　　年　　月

	
	事業の成果

	
	今回レベルアップした点など（今回の事業が過去の助成事業と同内容の場合）


※記載欄が不足する場合など、この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができます
様式２記載例・注意事項
様式１－２と完全に一致させること

事業計画書（令和５年度）
	事業名
	さまざまな世代がふるさとを語り地域資源の共有をする交流会を通じた、地域で助けあえる関係づくり事業

	目的
（市民ニーズへの対応）
	みどり台では、高齢化が進んでいるなか老人会への参加数が減少しており、外出の機会が少ない高齢者が増加している。また核家族が多く、子どもたちの多世代交流できる機会が減少している。少子高齢化のなかでも互いに支え合える関係のある地域づくりを目指して、様々な世代が集い地域の思い出や資源を語り、地域への愛着を深めるとともに、地域住民同士が共有し、相互理解を深める機会を作ることを目的とする。

	事業期間
	令和５年5月　～　令和５年9月

	具体的な
事業内容
（いつ・どこで・対象者・参加者数・参加費・事業の周知方法等）
	イベント名：・事業の準備から経費の支払いまでの期間を月単位で記載
・始期は5月以降、終期は3月まで
・理由なく事業期間を長く記載しないこと

日時：
開催場所：
講師（所属・経歴等）：
実施内容（スケジュール）：
定員：・事業内容を知らない方に説明する資料として、具体的かつ詳細に記載してください。
「6W2H」を意識
「who：誰が」「what：何を」「when：いつ」「where：どこで」「why：なぜ」「how：どうやって」
・1ページに収まらなくても構いません。
また、別紙を添付いただいても構いません。
・参加費の徴収有無については、事業収益に関係するため、必ず記載して下さい。

参加者（対象者）：
参加費：
募集方法（事業の周知方法）




	期待される効果・新型コロナウイルス感染症対策についても記載してください。


（事業の実施によりどのような効果があるか。多くの市民に効果が及ぶものか。）
	・色々な世代が、それぞれの視点や情報を持ち寄ることで、まちの歴史や暮らしを深く知り、地域資源の再発見ができる。
・自分の知っている情報の提供やまとめを作るなど、自分にできる気軽な参加で地域の取組に関わり、住民同士の交流を深めることができる。
・巡回展示（10か所）、地域団体や活動拠点への配布を通じ、多くの人に成果を伝え共有することができる。また、次回制作に向けた関心を高めることができる。
・今後もマップの情報更新にあわせた語り合い交流やまちの資源を見つけるまち歩きなど、地域の資源を生かした取組に発展させ、様々な形の交流を進めていきたい。

	さぽーとほっと基金による過去の助成実績
	事業名　

	
	助成金　　　　　　　　　円
	助成時期　　　年　　月　～　　　年　　月

	
	事業の成果過去、さぽーとほっと基金の助成を受けたことのある団体は、直近の事業について記載すること（初申請団体は空欄）


	
	今回レベルアップした点など（今回の事業が過去の助成事業と同内容の場合）今回申請する事業が、過去の事業を受けて
どのような変更や工夫を行ったかについて記載



※記載欄が不足する場合など、この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができます
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